























































































































の原理(W)bath≧0が導出される｡また､W が 値 aをとる確率密度をrlw(a)とすると､等式
lognw(a)-logrlw(-a)-a (7)
が成り立つ [61｡これは揺らぎの定理とよばれ､これからJarzyski等式を導出できる｡
熱浴接触系におけるケルビンの原理が(7)からもとまるなら､我々が欲しい量Jも(7)の拡張で
ある
lognI(a)-logrII(-a)-a (8)
をみたすようにきめればいいことにきづく｡ここで､Iが値aをとる確率密度をrII(a)と記した｡
実際､(8)をみたすJを提案し[7]､数値実験でたしかめた[8]｡この物理量Jを構成するには､(双
曲的)カオス力学系における不安定多様体の概念を非定常系に拡張し､それにもとづいたリアプノ
フ解析を行う｡ただし､数学的に完全な証明はわからない｡マクロ極限でIはエントロピー 変化
△Sと一致していることが期待されるが､直接の検証はまだである[9]｡一般的な系でブランクの
原理が破れることと(双曲的)カオス力学系においてエントロピー 生成が存在することの関係もま
だ明らかになっていない｡例えば､カオス系に限定するなら､小さい熱的孤立系でブランクの原
理が成り立つのかもしれない｡
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